
農業委員会だより農業委員会だより
村上市村上市

農業委員会
ホームページ

撮影場所：収穫期を迎え、黄金色に染まった吉浦集落の田園風景（ドローン撮影）
　吉浦では中間管理機構を通した農地の貸借を進め、吉浦地内の８割以上の田を担い手
へ集約しました。担い手が効率的に営農を継続できる基盤が整ったことで、将来にわた
り優良な農地を維持していくことが可能となります。今後は交付金を活用しながら、農
地や水路の保全、改修を行い、地域と担い手が一体となって地域農業を守っていきます。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
農
業
の
基
礎
と
な
る
農
林
業

セ
ン
サ
ス
の
速
報
か
ら
農
業
者
の
減
少
が

報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
担

い
手
の
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
た
年
で
し

た
。
ま
た
、
米
の
市
場
で
は
、
全
国
的
な

米
不
足
に
よ
る
米
騒
動
の
中
、
政
府
の
備

蓄
米
の
放
出
、
そ
の
後
の
新
米
価
格
高
騰

な
ど
、
生
産
者
が
計
り
知
れ
な
い
と
こ
ろ

で
様
々
な
こ
と
が
起
き
た
一
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　
さ
て
、
担
い
手
と
い
え
ば
、
今
年
の
11

月
に
は
、「
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
in

に
い
が
た
」
が
朱
鷺
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
全
国
の
認
定

農
業
者
な
ど
担
い
手
が
一
堂
に
集
い
、
日

本
の
農
業
経
営
の
現
況
や
課
題
に
つ
い
て

の
認
識
を
深
め
、
交
流
・
研
鑽
す
る
も
の

で
す
。
本
市
の
農
業
者
に
も
、
ぜ
ひ
参
加

い
た
だ
き
た
い
の
で
、
時
期
が
来
ま
し
た

ら
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
年
は
、
農
業
委
員
の
改
選

の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
村
上
市
の
農
業
が

一
層
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、
若
い
世
代

の
農
業
者
、
特
に
女
性
農
業
者
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
よ
り
良
い
年
と
な
る
よ
う
祈
念

し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
・
解
消
等
を
目
的
に
、
年
に
１
回
程

度
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
、
市
職
員
が
農
地
を
見
回
り
、
新
た

に
遊
休
化
し
た
農
地
は
な
い
か
、
違
反
転

用
は
な
い
か
な
ど
管
内
の
農
地
を
対
象
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
市
の
農
業
に
反
映

す
る
こ
と
を
目
的
に
地
域
課
題
解
消
に
関

す
る
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
10
月
22
日
、
農
業
委
員
と

推
進
委
員
、
農
林
水
産
課
職
員
が
長
野
県

小
諸
市
で
取
り
組
ん
で
い
る
有
害
鳥
獣
対

策
に
つ
い
て
研
修
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
小
諸
市
で
は
、
急
激
に
増
え
た
鹿
対
策

と
し
て
、
全
国
で
初
め
て
猟
友
資
格
を
持

つ
職
員
（
ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
）
を
採

用
し
、
職
員
が
主
と
な
り
猟
友
会
の
ハ
ン

タ
ー
と
協
力
し
て
鹿
の
駆
除
に
取
り
組
ん

で
き
た
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ハ
ン
タ
ー
が
狩
猟
だ
け
で
生
計
が
で
き
る

仕
組
み
や
捕
獲
後
の
鹿
を
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド

に
加
工
し
、
販
売
す
る
ま
で
の
試
行
錯
誤

し
て
き
た
内
容
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
現
在
は
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
商
品
を
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
販
売
し
、
そ

の
収
益
の
一
部
が
市
の
有
害
駆
除
対
策
事

業
に
充
て
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

　
農
業
委
員
会
で
は
、
地
域
の
農
業
を
守
る
た
め
、
様
々
な
活
動
や
研
修
に
参

加
し
て
い
ま
す
の
で
、
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

新
年
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
村
上
市
農
業
委
員
会

�

会
長　
石
山　
　
章

７
月
～
８
月

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
間

有
害
鳥
獣
対
策
視
察
研
修

農農

業業

委委

員員

会会

活活

動動
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し
た
。

　
本
市
に
と
っ
て
も
参
考
と
な
る
視
察
研

修
で
し
た
。

　
農
業
委
員
会
は
、
市
の
農
業
施
策
に
つ

い
て
意
見
書
を
提
出
し
、
提
案
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本
年
も
会
長
と
役
員
４
名
が

出
席
し
、10
月
29
日
市
役
所
で
市
長
へ「
令

和
８
年
度
農
業
施
策
等
に
関
す
る
意
見

書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
意
見
書
は
、
地
域
農
業
を
守
る
体
制
整

備
や
有
害
鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る
支
援

策
の
強
化
、
新
た
な
農
業
技
術
の
推
進
な

ど
五
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

　
市
の
農
業
に
一
つ
で
も
反
映
で
き
る
よ

う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
大
会
が
、
11
月
５
日
新
潟

市
朱
鷺
メ
ッ
セ
で
県
内
農
業
委
員
、
推
進

委
員
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
農
業
委
員
等
の
永
年
勤
続

表
彰
、
本
県
農
業
の
維
持
発
展
を
念
頭
と

し
た
要
請
の
決
議
、
地
域
計
画
の
実
現
と

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
中
心
と
し
た
中
央

情
勢
報
告
、
今
後
の
米
政
策
に
つ
い
て
の

知
識
習
得
の
基
礎
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
永
年
勤
続
表
彰
で
は
、
当
農
業
委
員
会

の
板
垣
栄
一
委

員
が
勤
続
20
年

以
上
と
し
て
県

農
業
会
議
会
長

表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

女
性
の
農

業
委
員
研
修

会
が
10
月
28

日
に
石
川
県

小
松
市
で
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
本
市
か

ら
は
農
業
委

員
、
推
進
委

員
の
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
里
山
再
生
と
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
の
視
察
と
新
規
就
農

支
援
事
業
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、
そ
の

後
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
女
性
農
業

委
員
登
用
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
現
地
視
察
で
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
ハ

ウ
ス
で
、
バ
イ
オ
マ
ス
暖
房
機
と
地
下
水

冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、
水
の
管

理
や
温
度
、
湿
度
が
自
動
制
御
さ
れ
、
も

み
殻
溶
液
栽
培
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
ト

マ
ト
栽
培
で
、
長
期
間
収
穫
で
き
る
ス

マ
ー
ト
農
業
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

近
年
の
異
常
気
象
や
人
手
不
足
で
ス

マ
ー
ト
農
業
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
す
。
新
し
い
技
術
は
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

�

富
樫
あ
ゆ
み
委
員

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
の
農
業

委
員
会
研
修
会

農
業
施
策
等
に
関
す
る
意
見
書

提
出

新
潟
県
農
業
委
員
会
大
会
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■
発
行
　
村
上
市
農
業
委
員
会
　
広
報
部
会

　
　
　
　
新
潟
県
村
上
市
岩
船
駅
前
56番

地
■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
	0254−

66−
6120（

直
通
）

■
Ｆ
Ａ
Ｘ
	0254−

66−
6110

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.city.m

urakam
i.lg.jp

■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
　
　
　
noi@

city.m
urakam

i.lg.jp

令和８・９年度
農作業等労働賃金標準額（改正）
　農業委員会では、２年に１度の農
作業等労働賃金標準額の見直しを行
いました。次年度からの新しい標準
額につきましては、２月２日から市
ホームページ又は市役所農林水産課、
各支所産業建設課にて公表していま
すので、必要な方はご確認ください。

農
地
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

　
農
地
は
、一
度
荒
れ
て
し
ま
う
と
、

元
の
状
態
に
戻
す
の
に
大
き
な
労
力

と
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
放

置
す
る
こ
と
で
病
害
虫
の
発
生
や
不

法
投
棄
を
誘
引
す
る
な
ど
、
近
隣
住

民
や
周
辺
農
地
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。

　
定
期
的
に
草
刈
を
す
る
な
ど
適
正

な
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要

　
農
地
の
転
用
に
は
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
で
、
許
可
が
な
い
転
用

は
違
反
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域

計
画
内
で
の
転
用
は
、
地
域
計
画
か

ら
あ
ら
か
じ
め
除
外
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

［
許
可
が
必
要
な
例
］

・
住
宅
を
建
て
る
場
合

・
一
時
的
に
資
材
置
き
場
や
建
設

　
残
土
を
置
く
場
合

・�
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
場

合
な
ど お 

願 

い

フォトギャラリー
農の

見たことある（岩船花畑夢物語）
　　　　岩船花畑プロジェクト

山北ビレッジプラン
　（簡易水路設置作業）

とある農家の
ハートの形をした品種マイハート

広
報
部
会
長�

大
　
野
　
　
　
章

広
報
副
部
会
長�

遠
　
藤
　
俊
　
樹

広
報
部
会
員�

貝
　
沼
　
勝
　
男

髙
　
橋
　
大
　
亮

本
　
間
　
俊
　
樹

　
日
ご
ろ
の
農
作
業
お
疲
れ
様
で
す
。昨
年

は
特
に
夏
の
暑
さ
が
一
段
と
厳
し
く
悩
ま

さ
れ
ま
し
た
が
、め
げ
ず
に
手
を
か
け
て
き

た
こ
と
が
実
り
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
と

思
い
ま
す
。

　
農
業
は
、政
策
や
経
済
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
が
、一
生
懸
命
作
っ
た
農
作

物
を
「
お
い
し
い
！
」
と
言
っ
て
求
め
て
く

れ
る
人
が
い
る
こ
と
や
、こ
の
地
域
の
田
畑

が
ふ
る
さ
と
の
景
観
と
な
っ
て
心
に
残
る

も
の
と
な
る
こ
と
、
そ
れ
を
誇
り
に
し
、
次

の
世
代
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

�

髙
橋
大
亮 

委
員

あ
と
が
き

老後の備えに農業者年金老後の備えに農業者年金
農業者年金の特徴・メリット

・農業者の方なら広く加入できる
・積立方式（確定搬出型）で少子高齢時代に強い
・�保険料の額は自由（月額２～６万７千円）に決め
られる
・35歳未満の方は、月額１万円から加入可能
・�終身年金で、80歳前に亡くなられた場合でも 80
歳までの保証付き
・税制上の優遇措置がある
・�一定の要件を満たせば保険料の国庫補助が受けら
れる
※�詳しくは最寄りのＪＡ・農業委員会へお問い合わ
せください。


